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博物館だより

開催中（3月4日㈫まで）
人権学習シリーズ⑦「異文化との出会い」
☆江戸時代から現代にいたる歴史の中で、日本人は外国人との交流を
通じ、異文化をいかに理解してきたかを紹介し、真の国際化とは何
かを考えます。

3月7日㈮～4月8日㈫

「雛
ひな

と雛道具」
☆井伊直弼（いい なおすけ）の
二女 弥千代（やちよ）の
雛道具85件を中心に、
さまざまな雛を展示
します。

テ

ー

マ

展

朝
鮮
高
官
像
︵
部
分
、
宗
安
寺
蔵
︶弥

千
代
の
雛
道
具
　
碁ご

盤ば
ん

︵
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶

開館時間 8：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 2月に休館日はありません。

応
募
資
格

市
内
お
よ
び
近
隣
郡
町
（
愛
知
郡
、
犬
上
郡
の

各
町
、
能
登
川
町
、
米
原
町
）
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
に

在
勤
・
在
学
の
人
、
も
し
く
は
市
内
の
文
芸
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

募
集
部
門

①
俳
句
　
１
人
３
句
以
内

②
短
歌
　
１
人
３
首
以
内

③
川
柳
　
１
人
３
句
以
内

④
冠
句
　
冠
題
『
春
の
唄う

た

』、『
い
つ
ま
で
も
』、『
城
高
し
』

合
わ
せ
て
１
人
３
句
以
内

⑤
詩
　
１
人
２
編
以
内
（
１
編
に
つ
き
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

⑥
随
筆
・
評
論
　
１
人
１
編
（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
）

⑦
小
説
　
１
人
１
編
（
原
稿
用
紙
20
枚
以
上
50
枚
以
内
）

応
募
料

無
料
で
す
が
、
審
査
結
果
通
知
用
と
し
て
80
円
切

手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
１
人
に
つ
き
１
枚
）

応
募
期
間

３
月
３
日
㈪
〜
同
17
日
㈪
（
最
終
日
の
消
印
有
効
）

※
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
（
市
民
会
館
２
階
）、

各
地
区
公
民
館
、
支
所
・
各
出
張
所
、
高
宮
文
化
セ
ン
タ

ー
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
学

習
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
ひ
こ
ね
燦さ

ん

ぱ
れ
す
、
市
立
図
書
館
、

俳は
い

遊ゆ
う

館か
ん

な
ど
に
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒

５
２
２-

０
０
０
１
　
尾
末
町
１-

38

市
民
会
館
内
）

☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

観 覧 料 一　　　般…500円（450円）
（常設展料金） 小・中学生…250円（170円）

（ ）内は30人以上の団体料金

1日㈯ 14：00～
ギャラリートーク
テーマ展「異文化との出会い」

本館学芸員　母利美和（もり よしかず）

☆講堂にお集まりください。

8日㈯ 14：00～
開館記念講演会
「ベストセラー作家が語る…

幕末・彦根・湖東焼への熱き思い」
作家　幸田真音（こうだ まいん）さん

☆会場：館内能舞台見所
※受講申し込みの受付は終了しています。

「はくぶつかんへ行こう」（小学生対象）
２月１日㈯（１～３年生）・15日㈯（４～６年生）
いずれも10：00～12：00
☆博物館が作った子ども用のワークシートなどを用い
て学習します。（小学校に配布する申込用紙により、
学区別に募集します。）

２月22日㈯ 9：00～11：30（受付時間）
「子ども歴史相談室」
☆学校で習った歴史や地域の昔のようすについて、疑問
に思うことや知りたいことを、博物館の学芸員といっ
しょに調べましょう。（事前の申し込みは不要です。）

子 ど も 対 象 の 催 し

２

月

の

催

し

観覧料が
必要です

観覧料が
必要です

参加無料

参加無料

募
集
し
ま
す

市
民
文
芸
作
品

春
の
文
化
祭
事
業
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
新
鮮
な
感
動
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
遺
産
と
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
郷
土
へ
の
愛
着
な
ど
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る

多
く
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
、
こ
の
対つ

馬し
ま

海
峡
を

は
さ
ん
だ
両
地
域
の
関
係
は
、
古
代
以
来
の
長

い
歴
史
の
中
で
連
綿
と
続
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
良
好
な
関
係
が
続
い
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。第
二
次
世
界
大
戦
後
、

両
地
域
の
関
係
は
、
互
い
に
「
近
く
て
遠
い
国
」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
は
近
年
の

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
の
中
で
最
も
注
目

さ
れ
る
地
域
で
す
が
、そ
の
歴
史
は
複
雑
で
す
。

な
か
で
も
、
日
朝
（
韓
）
関
係
の
歴
史
上
、

私
た
ち
日
本
人
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
傷
跡
を

残
し
た
歴
史
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
16
世
紀
の
終
わ
り
に
豊
臣
秀
吉
が
明み

ん

（
当
時
の
中
国
）
征
服
の
た
め
朝
鮮
半
島
に
十

数
万
も
の
軍
勢
を
派
兵
し
、
朝
鮮
民
衆
に
対
し

て
残
虐
な
侵
略
行
為
を
お
こ
な
っ
た
文ぶ

ん

禄ろ
く

・
慶け

い

長ち
ょ
う

の
役え

き

（
壬じ

ん

辰し
ん

・
丁て

い

酉ゆ
う

倭わ

乱ら
ん

）、
も
う
一
つ
は

明
治
末
か
ら
、
さ
き
の
終
戦
ま
で
続
い
た
韓
国

の
植
民
地
化
（
韓
国
併
合
）
で
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
彦
根
に
入
る
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

が
、
当
時
は
江
戸
城
修
復
の
任
務
に
つ

い
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
に
軍
勢
を
送
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、全
く
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

元
禄
４
年
（
１
６
９
１
）、
彦
根
藩
士
が
提
出

し
た
由ゆ

い

緒し
ょ

書が
き

に
よ
れ
ば
、
三み

浦う
ら

十じ
ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

家
の

初
代
安や

す

久ひ
さ

は
文
禄
の
役
の
時
、
井
伊
直
政
の
使

者
と
し
て
朝
鮮
へ
派
遣
さ
れ
、
使
い
の
御
用
を

す
ま
せ
た
あ
と
戦
い
に
加
わ
り
、
人
質
を
捕
ら

え
て
帰
国
、
直
政
か
ら
褒
賞
さ
れ
、
そ
の
際
の

人
質
の
子
孫
は
、
今
も
彦
根
に
居
る
と
し
て
い

ま
す
。三
浦
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
の
中
に
は
、

こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
（
写
真
）。

こ
れ
ら
は
「
関せ

き

所し
ょ

切き
っ

手て

」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
井
伊
直
政
配
下
の
者
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら

対
馬
・
壱い

岐き

・
名な

護ご

屋や

（
佐
賀
県
）・
関せ

き

戸の
と

（
山
口
県
下
関
市
か
）
を
経
て
、
各
関
所
を
通

過
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
通
行
券
で
し
た
。
関

係
史
料
か
ら
文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
と
推
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

通
行
を
許
可
し
た
の
は
浅
野
弾だ

ん

正じ
ょ
う（
長な

が

吉よ
し

）・

早
川
主し

ゅ

馬め

（
長な

が

政ま
さ

）
の
二
人
。
当
時
彼
ら
は
文

禄
の
役
に
際
し
て
、
朝
鮮
半
島
に
渡
り
軍い

く
さ

目め

付つ
け

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。「
此
人
上
下
五

人
、
井
伊
侍じ

従じ
ゅ
う

（
直
政
）
殿
使
い
の
た
め
相
越

さ
れ
候
、
御
通
し
あ
る
べ
く
候
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
上
下
五
人
」
と
は
、
身
分
の
高
い

者
と
低
い
者
を
合
わ
せ
て
五
人
と
い
う
意
味
で

す
。三
浦
安
久
の
名
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

お
そ
ら
く
安
久
と
そ
の
部
下
に
加
え
、
日
本
に

連
れ
帰
る
「
人
質
」
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、彦
根
藩
だ
け
で
な
く
、

各
地
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
に
捕
虜
と
し
て

連
れ
て
こ
ら
れ
た
彼
ら
朝
鮮
人
の
中
に
は
、
陶

工
と
し
て
萩
焼
や
薩
摩
焼
な
ど
の
基
礎
を
築
い

た
人
々
が
い
た
こ
と
は
有
名
で
す
。
彼
ら
は
、

し
だ
い
に
日
本
に
同
化
し
、
日
本
文
化
に
影
響

を
与
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
江
戸
幕
府
が
過
去
の
侵
略
の
歴
史

を
謝
罪
し
、
朝
鮮
国
と
の
国
交
を
回
復
し
た
こ

と
に
よ
り
、
侵
略
の
傷
跡
は
、
江
戸
時
代
の
長

い
年
月
を
か
け
て
癒い

や

さ
れ
て
き
た
の
で
し
た
。

近
年
の
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
に
派

遣
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
通
信
使
と
の
文
化
交
流
や

日
本
各
地
に
朝
鮮
文
化
が
民
衆
の
中
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
事
例
、
朝
鮮
人
捕
虜
た
ち
が
、
大
名

家
の
藩
士
や
儒
学
者
、
幕
府
の
御ご

家け

人に
ん

や
御ご

用よ
う

達た
し

な
ど
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
社
会
の
中

で
違
和
感
な
く
生
き
て
き
た
こ
と
な
ど
が
解
明

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
明
治
時
代
に
な
り
、
侵
略
の

歴
史
を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
傷
跡

は
再
び
深
く
な
り
ま
し
た
。「
近
く
て
遠
い
国
」

の
距
離
を
縮
め
る
た
め
に
は
、
互
い
の
歴
史
や

文
化
の
違
い
を
理
解
し
認
め
合
う
姿
勢
を
、
ま

ず
市
民
レ
ベ
ル
で
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、
そ
し

て
時
間
を
か
け
て
、
互
い
の
信
頼
を
回
復
す
る

こ
と
が
大
事
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
母も

利り

美よ
し

和か
ず

）

写
真
の
史
料
は
、
現
在
開
催
中
の
彦
根
城

博
物
館
テ
ー
マ
展
　
人
権
学
習
シ
リ
ー
ズ
⑦

﹁
異
文
化
と
の
出
会
い
﹂
で
３
月
４
日
㈫
ま

で
展
示
し
ま
す
︵
期
間
中
無
休
︶。

浅野長吉・早川長政連印関所切手（彦根城博物館蔵　三浦十左衛門家文書）

第78回

江
戸
時
代
の
日
本
と
朝
鮮

-

文
禄
・
慶
長
の
役
で
連
行
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
捕
虜
た
ち-




